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(i) 
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A とおき、 )( amBCAC  を保ちながら、C が 

動くとする。 ABを底辺とすると、高さ y が最大になるとき、△ ABCの面積は最大である。 
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両辺を 2乗し、整理すると 
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さらに両辺を 2乗し、整理すると 
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したがって、C は楕円 1
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上を動く。 y が最大になるのは、C が
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であるときで、 

このとき△ ABCは二等辺三角形である。(証明終) 

 

(ii) 

凸四角形 ABCDに対し、以下の操作を行う。 

対角線 ACを固定し、 CBAB が一定になるように B を動かし、 

CDAD が一定になるようにD を動かす。 

四角形 ABCDの面積が最大になるのは、 CDADCBAB  ,  

のときである。 

 

対角線 BDを固定し、 DABA が一定になるように Aを動かし、 

DCBC  が一定になるようにC を動かす。 

四角形 ABCDの面積が最大になるのは、 DCBCDABA  ,  

のときである。  

このとき、四角形 ABCDの 4辺の長さは等しく、これを l とする。 

 

菱形 ABCDの頂角の 1つを、 とする。面積は sin2l で与えられる。 

これが最大になるのは、  90 のときである。 

 

以上により、周囲の長さが一定の四角形のうち、面積最大のものは 

正方形である。(証明終) 
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